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開
会
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

公
的
支
援
協
会
の
久
保
裕
史

会
長
は
、
少
子
高
齢
化
、
自

然
災
害
の
激
甚
化
、
生
き
方

・
働
き
方
の
多
様
化
等
、
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て

い
る
中
、
全
て
の
人
が
生
き

が
い
を
感
じ
ら
れ
る
社
会
の

実
現
を
目
指
す
上
で
、
公
的

保
険
制
度
と
民
間
の
保
険
は

極
め
て
重
要
な
位
置
付
け
に

あ
る
と
語
り
、
「
利
用
者
の

立
場
に
立
っ
て
、
い
か
に
分

か
り
や
す
く
、
簡
単
に
、
必

要
十
分
な
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
た
」
と
開
催
意
図

を
説
明
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
内

閣
府
の
藤
丸
敏
副
大
臣
が
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ

て
、
「
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
金
融
機
関
、
政
府
、
自
治

体
、
大
学
、
民
間
団
体
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
課
題
を
共
有

し
、
知
恵
を
結
集
し
て
改
善

の
解
決
策
を
見
出
し
て
い
か

れ
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い

る
」
と
期
待
を
示
し
た
。

　
基
調
講
演
１
で
は
、
神
戸

大
学
経
済
経
営
研
究
所
教
授

で
同
地
域
共
創
研
究
推
進
セ

ン
タ
ー
長
の
家
森
信
善
氏
が

「
消
費
者
の
保
険
リ
テ
ラ
シ

ー
と
保
険
販
売
の
在
り
方
」

と
題
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演

を
行
っ
た
。

　
近
年
日
本
で
は
巨
大
自
然

災
害
が
頻
発
し
て
お
り
、
今

後
も
こ
う
し
た
傾
向
が
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

巨
大
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
災
害
後
の
生
活
再
建
資

金
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
資

金
を
用
意
す
る
方
法
の
一
つ

と
し
て
、
保
険
が
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
ス
イ
ス
再
保
険
の

推
計
（
２
０
２
１
年
12
月
）

に
よ
る
と
、
過
去
10
年
間
に

発
生
し
た
自
然
災
害
の
補
償

ギ
ャ
ッ
プ
は
世
界
全
体
で
64

％
、
日
本
で
は
11
年
の
東
日

本
大
震
災
の
補
償
ギ
ャ
ッ
プ

が
84
％
に
上
り
、
多
く
の
被

害
が
十
分
に
補
償
を
受
け
て

い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　
同
氏
は
、
こ
う
し
た
状
況

に
つ
い
て
、
「
金
融
・
保
険

に
関
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
低

く
、
リ
ス
ク
認
識
が
で
き
て

い
な
い
、
ま
た
は
、
適
切
な

保
険
利
用
が
で
き
ず
に
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題

意
識
の
下
で
分
析
を
し
て
き

た
」
と
語
り
、
講
演
で
は
、

同
氏
が
22
年
８
月
に
、
住
宅

を
保
有
し
て
い
る
全
国
３
０

０
０
人
を
対
象
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
の
、

住
宅
損
害
に
対
す
る
地
震
保

険
と
水
災
補
償
を
対
象
に
し

た
部
分
に
つ
い
て
結
果
を
紹

介
し
た
。

　
調
査
の
結
果
、
保
険
や
金

融
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
の

低
さ
の
た
め
に
、
リ
ス
ク
の

存
在
お
よ
び
保
険
加
入
の
必

要
性
を
理
解
で
き
ず
、
自
然

災
害
に
脆
弱
な
状
態
の
ま
ま

で
い
る
人
が
多
数
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
述
べ

た
同
氏
は
「
こ
う
し
た
事
態

を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
保

険
販
売
の
際
の
よ
り
丁
寧
な

説
明
と
金
融
経
済
教
育
の
充

実
が
必
要
で
あ
り
、
業
界
を

挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
提
言
し
た
。

　
基
調
講
演
２
で
は
特
定
適

格
消
費
者
団
体
消
費
者
機
構

日
本
理
事
で
、
日
本
消
費
生

活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
相
談
員
協
会
顧

問
の
唯
根
妙
子
氏
が
「
安
心

・
安
全
な
消

費
生
活
の
保

険
の
役
割
」

を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
。

特
定
適
格
消

費
者
団
体
と

は
、
多
数
の

消
費
者
に
共

通
し
て
生
じ

た
財
産
的
被

害
に
つ
い
て
、
被
害
回
復
裁

判
手
続
を
行
う
の
に
必
要
な

適
格
性
を
有
す
る
と
し
て
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
消
費
者
団
体
の
こ
と
。

　
同
氏
は
、
消
費
者
庁
や
消

費
者
基
本
法
の
成
り
立
ち

や
、
消
費
者
と
事
業
者
の
間

の
取
り
引
き
で
発
生
す
る
あ

ら
ゆ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
意
味
す

る
「
消
費
者
問
題
」
の
主
な

変
遷
に
つ
い
て
説
明
し
た
上

で
保
険
商
品
に
関
わ
る
消
費

者
問
題
の
事
例
を
紹
介
し

た
。

　「
だ
い
ぶ
前
に
入
っ
た
終

身
保
険
の
特
約
で
保
険
金
を

請
求
し
た
ら
、
約
款
の
免
責

事
由
に
該
当
す
る
の
で
支
払

わ
れ
な
い
と
言
わ
れ
た
。
し

か
し
、
加
入
時
に
は
免
責
事

由
の
説
明
な
ど
な
く
、
納
得

で
き
な
い
」
「
台
風
が
来
た

時
に
『
損
害
保
険
で
雨
ど
い

の
修
理
が
で
き
る
』
と
訪
問

を
受
け
、
『
せ
っ
か
く
な
の

で
ド
ロ
ー
ン
で
屋
根
の
撮
影

も
し
て
は
』
と
言
わ
れ
頼
ん

だ
と
こ
ろ
『
屋
根
も
傷
ん
で

い
る
箇
所
が
あ
る
の
で
一
緒

に
直
し
ま
し
ょ
う
』
と
言
わ

れ
、
保
険
請
求
手
続
き
の
代

行
と
住
宅
修
理
を
３
０
０
万

円
で
依
頼
し
た
が
、
全
額
保

険
金
は
も
ら
え
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
っ
た
事
例
を
紹
介

し
、
保
険
に
つ
い
て
は
消
費

者
の
公
的
保
険
や
民
間
の
保

険
商
品
へ
の
理
解
不
足
が
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
だ
と
考
察
し

た
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
現
在
、
全
国
で

「
消
費
者
安
全
確
保
地
域
協

議
会
（
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
」
の
構
築
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
や

地
域
の
関
係
者
、
さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
連

携
し
て
地
域
の
見
守
り
活
動

を
行
う
も
の
で
、
「
今
は
高

齢
者
向
け
だ
が
、
保
険
募
集

人
や
保
険
代
理
店
が
参
加
す

る
こ
と
で
保
険
の
情
報
も
、

行
政
の
情
報
も
分
か
ち
合
う

こ
と
が
で
き
、
消
費
者
教
育

に
つ
な
が
る
施
策
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
ま

と
め
た
。

　
こ
の
他
、
講
演
１
で
は
保

険
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

代
表
取
締
役
の
宮
宇
地
覚
氏

が
「
保
険
募
集
人
の
あ
る
べ

き
姿
」
、
講
演
２
で
は
結
心

会
会
長
の
上
野
直
昭
氏
が

「
公
的
支
援
を
如
何
に
広
め

る
か
。
ま
た
控
除
で
な
く
自

助
で
で
き
る
支
援
も
あ

る
。
」
、
講
演
３
で
は
、
黒

田
尚
子
Ｆ
Ｐ
オ
フ
ィ
ス
代
表

の
黒
田
尚
子
氏
が
「
患
者
支

援
に
お
け
る
公
的
支
援
の
活

用
と
限
界
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら

公
的
支
援
と
民
間
保
険
の
活

用
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
最
後
に
、
法
政
大
学
大
学

院
教
授
で
日
本
生
産
管
理
学

会
副
会
長
の
石
島
隆
氏
が
閉

会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
「
日

本
人
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
認

識
を
今
一
度
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
リ

ス
ク
に
対
す
る
認
識
と
保
険

や
公
的
支
援
は
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
て
い
る
」
と
総

括
し
た
。

理
解
不
足
が
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

　
公
的
支
援
協
会
は
６
月
30
日
、
「
第
１
回
公
的
支
援
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
東
京
・
千
代
田
区
の
三
菱
ビ
ル
コ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
Ｍ
＋
と
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
た
。
一
般
社
団
法
人
日
本
生

産
管
理
学
会
関
東
支
部
と
新
日
本
保
険
新
聞
社
と
の
共
催
に
よ
る
も
の
で
、
テ
ー
マ
は
「
公
的
支
援
活
用
に
よ
る
共

通
価
値
の
創
出
―
保
険
エ
コ
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
て
―
」
。
一
般
の
消
費
者
が
、
分
か
り
や
す
く
簡
単
に
、
必

要
十
分
な
保
険
適
用
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
何
を
ど
う
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の

課
題
と
改
善
の
道
筋
に
つ
い
て
有
識
者
ら
が
講
演
し
た
。
当
日
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
を
合
わ
せ
て
約
１
０
０

人
が
参
加
し
た
。

公的支援協会
「
第
１
回
公
的
支
援
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
く

「
共
通
価
値
の
創
出
」テ
ー
マ
に

久保氏

家森氏

唯根氏


